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「原子力委員会研究開発専門部会 ご意見を聴く会」 

への参加者の募集について 
 

原子力委員会研究開発専門部会では、「原子力政策大綱」に基づき、原

子力研究開発に関する政策の妥当性について評価を行っていますが、その

際、国民の皆様からも幅広くご意見を伺った上で、評価をまとめることと

しています。この評価作業の一環として「ご意見を聴く会」を以下のとお

り開催しますので、御参加いただける方を募集します。 

奮って御応募ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○開催概要 

「原子力委員会研究開発専門部会 ご意見を聴く会」 

テーマ：原子力研究開発に関する政策評価について 

日時：２００９年３月２４日（火）１５：００～１７：３０ （開場：１４：３０） 

場所：東京工業大学 西 8 号館 10F 大会議室（参加者席約１００席程度） 

東京都目黒区大岡山 2-12-1（地図参照） 

※ 「（社）日本原子力学会 ２００９年春の年会」が開催されています。 

 

プログラム（予定 変更の可能性あり）： 

（１）開催趣旨説明 

（２）第１部：ご意見発表者との意見交換等 

①ご意見の聴取 

②部会構成員との意見交換 

（３）第２部：会場に参加された方々からご意見を頂く 

 

○参加・応募方法 

別添の「参加者応募要領」をご参照の上、メール、ＦＡＸ又は郵送にてご応募ください。〆切は３月

１６日（月）１７時です（郵送の場合１６日必着）。 

 

 

 

 

（問い合わせ先）内閣府 原子力政策担当室 渡邉、木下 

tel.03-3581-6688  fax.03-3581-9828 

 

原子力委員会研究開発専門部会のＨＰアドレスはこちら（資料や議事録が公表されています） 
→http://www.aec.go.jp/jicst/NC/senmon/kenkyuukaihatu/index.htm 



 
【地図】 

 

 
 
 
【最寄駅】 

  東急電鉄 大岡山駅  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
別 添 

参加者応募要領 

 

２ ０ ０ ９ 年 ２ 月 ２ ４ 日 

内閣府原子力政策担当室 

 

来る３月２４日（火）に開催する「原子力委員会研究開発専門部会 ご意見を聴く会」（テ

ーマ：原子力研究開発に関する政策評価について）の参加者を募集いたします。参加を希望

される方は、以下の要領によりご応募ください。 

 

１．お申込み方法 

以下のいずれかの方法によりお申込みください。いずれの方法においても、住所、氏名

及び連絡先（電話番号等）を必ずご記入ください。 

 

（１）電子メールによるお申込み（メールアドレス：kenkyu@aec.go.jp） 

・件名に「原子力委員会研究開発専門部会 ご意見を聴く会」と明記し、以下の事項

を記入してください。 

住所、氏名（ふりがな）、電話番号及び電子メールアドレス 

 

 

（２）ファクシミリによるお申込み（FAX 番号：０３－３５８１－９８２８） 

・別紙用紙にご記入の上、ファクシミリにて御送信ください。 

 
 

（３）郵送によるお申込み 

住所：〒１００－８９７０ 東京都千代田区霞が関３－１－１ 

中央合同庁舎第４号館７階 内閣府 原子力政策担当室 

研究開発専門部会担当 あて 

・以下の事項を御記入ください。 

住所、氏名（ふりがな）、電話番号 

 

 
※ 個人情報の取扱いについて 

氏名、連絡先（住所、電話番号、ＦＡＸ番号、電子メールアドレス）等、ご記入いただいた個人

情報は、参加証の発送等の際に使用するものであり、今回の参加募集以外の用途には使用いたしま

せん。 
 
 

２．締切り 

３月１６日（月）１７時《郵送によるお申込みは１６日必着》 



 

３．御注意 

（１）会場の都合により、参加者は１００名程度とさせていただきます。応募多数の場合

は、抽選させていただきます。また、当方から参加証を郵送させていただきますので、

開催当日は参加証を必ずご持参ください。参加証の発送は、３月１７日（火）を予定

しております。 

（２）参加に関するお問い合わせ等は、３月１８日（水）１７時までに内閣府 原子力政

策担当室 研究開発専門部会担当 渡邉、木下（電話番号：０３－３５８１－６６８

８）までお願いいたします。その他のお問合せはご遠慮ください。 

（３）当日は第２部にて参加された方のうち、発言を希望される方々からできるだけ多く

ご発言をいただく予定ですが、希望者が多数の場合にはご発言いただけないことがあ

りますので、あらかじめご了承ください。 

 

＜参考＞  

○ 本募集内容は、インターネットを通じても公表されています。下記ホームページを

参照ください。 

また、原子力研究開発専門部会については、現在、内容の論点整理を実施している

ところです。議論の詳細についても、下記ホームページを参照ください。 

 

原子力委員会研究開発専門部会ホームページ 

http://www.aec.go.jp/jicst/NC/senmon/kenkyuukaihatu/index.htm 

 

 

 

 

問合せ先：内閣府 原子力政策担当室     

研究開発専門部会担当 渡邉、木下 

tel:03-3581-6688 fax:03-3581-9828 

 



別 紙 
 

内閣府 原子力政策担当室 担当 あて ＦＡＸ：（０３）３５８１－９８２８ 

 

「原子力委員会研究開発専門部会 ご意見を聴く会」参加申込用紙 

 

住 所 

 

〒 

 

 

 

 ふりがな 

 

 

 

氏 名 

 

 

 

 

 

連絡先電話番号 

 

 

 

 

 

連絡先 FAX 番号 

 

 

 

 

※氏名、住所及び電話番号については必ずご記入ください。 

＜研究開発専門部会における主な検討の論点＞ 

 

 論点ｰ１；原子力研究開発に係る資源・体制のあり方 
国や民間の、原子力に対する研究開発投資が減少傾向にある中で、多くの大規模プロジェクトが

進行している状況下において、我が国の原子力技術の基礎基盤的な部分から優先度の高い大規模

な開発までをバランス良く支える観点から、国内外での協力、分担を視野に、資金的、人的資源

をどのように有効に配分していくのか検討する必要があるのではないか。 

 

論点ｰ２；プロジェクト研究と基礎基盤研究の連携のあり方 
基礎基盤研究は、将来の環境変化や不確かさに対する弾力性を保つ意味でも重要であることか

ら、プロジェクト研究との連携も視野に入れ、それを充実するための検討が必要ではないか。 

 

論点ｰ３；原子力技術の産学官連携、技術移転のあり方 
特にエネルギー利用に関する研究開発に関して、開発期間が長期に及ぶことから、国が主導して

きた研究開発の所要の成果が、事業環境、社会環境などの変化にも柔軟に対応できるような、ユ

ーザに有効に技術移転される仕組みを検討することが必要ではないか。 

 

論点ｰ４；大型研究開発施設・設備の有効利用、環境整備のあり方 
核物質を取り扱うなど原子力に特徴的な研究開発施設・設備の維持・整備が著しく困難となって

いる現状において、それらの有効利用や環境整備のあり方について、様々な社会的背景を考慮し

ながら検討していく必要があるのではないか。 


